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建物データ 主要な採用技術（CASBEE準拠）

サステナブル建築事例集／一般社団法人日本建設業連合会

※本事例シートおよび記載内容の二次利用を禁止します

省エネルギー性能 CASBEE評価
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LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制（Low-Eガラス）

LR2.1. 水資源保護（節水型器具の採用）

LR2.2. 非再生性資源の使用量削減（オウシュウアカマツ、カラマツ、ヒノキ＋スギハイブリッド、秋田杉）

LCCO2削減 20 ％

A. 環境配慮デザイン B. 省エネ・省CO2技術 C. 各種制度活用 D. 評価技術／FB

E. リニューアル F. 長寿命化 G. 建物基本性能確保 H. 生産・施工との連携

I. 周辺・地域への配慮 J. 生物多様性 K. その他

No.22-018-2023作成

新築

事務所／工場

龍角散千葉工場令和ホール

低炭素化と企業理念の具現化を図った木造・木質化施設

B＋ランク

BEE=1.2

2016年度版

第三者認証

発注者 株式会社龍角散

設計･監理 前田建設工業株式会社一級建築士事務所

施工 前田建設工業株式会社東京建築支店

Ryukakusan Chiba-factory REIWA HALL

所在地 千葉県香取郡多古町

竣工年 2023 年

敷地面積 33,092㎡

延床面積 1,642㎡

構造 木造、一部RC造、S造

階数 地上2階

無柱化を実現するロングスパンCLT

食堂は空間のフレキシビリティを高め

るため、V字に組まれたCLTと垂直の集

成材によるロングスパン複合梁によっ

て15ｍスパンの完全無柱化を実現して

いる。

1.2

46

56

設計担当者

建築：谷田央治／構造：峯充、林研太朗／設備：前田諒、部谷隆弘
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研究室

諸室

品保管室

合室

管室

渡り廊下
  32.79 ㎡

事務室1
 164.63 ㎡

会議室2
  35.07 ㎡

会議室1
  24.57 ㎡

人荷用EV
1000㎏

男子WC2
  19.92 ㎡

女子WC2
  20.47 ㎡

廊下3
  55.18 ㎡

事務室2
 200.81 ㎡

吹抜

ラウンジ
  54.63 ㎡

前室3
  4.31 ㎡

吹抜

EPS2

給湯室
   7.48 ㎡

PS
1.24 ㎡
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廊下

ンスホール

風除室

理室

保管庫

渡り廊下
  32.79 ㎡

雑品庫
  22.79 ㎡

男子WC1
30.23 ㎡

女子WC1
  39.25 ㎡

人荷用EV
1000㎏

廊下1
  50.22 ㎡

ホワイエ
   54.09 ㎡

EPS1
   2.01 ㎡

PS
0.65 ㎡

PS
   1.69 ㎡

食堂
356.54 ㎡

男子休憩室
 50.25 ㎡

パントリー
  27.10 ㎡

前室1
   4.45 ㎡

アーカイブギャラリー
  62.86 ㎡

MR2

前室2
   5.34 ㎡

女子休憩室
42.85 ㎡

廊下2
   12.37 ㎡

MR4

多目的WC

仮眠ｽﾍﾟｰｽ

仮眠ｽﾍﾟｰｽ

PS
1.50 ㎡

MR1

収納庫

MR3

風除室

1階平面図 ２階平面図

食 堂

木を通して歴史を感じる施設

のど飴で有名な龍角散の、国内唯一の工場となる千葉工場の厚生

棟である。立地は成田空港にほど近い工業団地に位置し、周囲の

自然は比較的豊かではあるものの、工場が点在する無機質な風景

が広がっている。既存工場内にある食堂が手狭になったことによ

り、食堂機能の拡張とともに事務室や会議室、休憩室等を含んだ

厚生施設が求められた。

要求建物がクリーンルームを除く清浄度区分外のみで構成される

という機能上の観点から、また人々の健康を思う企業の象徴とな

るよう、有機質な素材で構成された純木造・木質化建築とした。

龍角散発祥の地が秋田県美郷町であることから、仕上げの木材に

美郷産の杉材を使うことで、創業の地に思いをはせ、肌で、そし

て香りで企業の歴史を感じることができる空間を目指した。杉間

伐材の積極的な利用は健康な森林の保全にも寄与し、同時に龍角

散が取り組む“休耕田など遊休資産の活性化と有効活用” との

親和性も高めている。

休憩室

休憩室

吹 抜

事務室

事務室

日射制御を兼ねた象徴的な大庇

来訪者を迎え入れるような形状で大きく張り出した象徴的な大

庇は、軒裏全面を秋田県美郷産材の杉板張りとし、工場全体の

イメージを特徴づけると同時に、南面に大きく開いたガラス張

りのアーカイブギャラリーに直射日光が入り込まないよう、ま

た周辺の自然風景を取り込めるような角度・形状となっている。

夏⾄の正午

工場正門より敷地内を望む。正面が既存工場、右が令和ホール。門扉も令和ホールのデザインに合わせ刷新した

シミュレーションにより最適化された温熱環境

食堂は高さ８ｍの空間を有し、美郷産の杉材を用いて空間を包

み込むような断面形状とすることで、工場に勤務する従業員が

安らげる空間となっている。また、床下をチャンバーとした床

吹き出し空調方式とすることで、吹抜け空間の居住性と空調効

率を高めている。シミュレーションで検証することにより、活

動域の温熱環境にばらつきが無いか、吹出位置の妥当性を確認

した。併せて、外気負荷を極力抑えるため、開口面積は最小限

としながらも、有効に採光を取り込めるよう配慮している。

食堂内観：不定期で音楽コンサートを行うことも想定し、天井と
壁面には音響効果を目的とした木製の音響反射板を設けている

ロングスパン複合梁

大庇・アーカイブギャラリー部分断面

全面ガラス張りの
アーカイブギャラ
リー。杉板張りの
大庇は周囲の自然
を室内に取り込む。

：空調吹出⼝（床下）
：吸込⼝
：床吹出⼝

食 堂

事務室 事務室

休憩室 休憩室ｱｰｶｲﾌﾞ
ｷﾞｬﾗﾘｰ

長手断面図（食堂エリア温度分布図）

食堂エリア
平面温度分布図

食 堂


